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　　 Special　repor 〜：Energy　Studies　Division　Seminar　on 　
‘‘
Japanese　energy 　policy　toward 　overcoming 　nuclear 　disaster，　global

　　　　　　　　 warming 　and 　price　escalation 　of　crude 　eil
”

　　 小 特集 ：「エ ネ ル ギ
ー学」部会 セ ミナ

ー報告 ： 「原 子 力災害，地球 温 暖 化，原 油価 格高騰 を乗 り越 え る 日本 の エ ネ ル ギ
ー政 策」

セ ミ ナ ー の 概要

　 　 　 　 　 　 　 　 　 1，　 は じ め に

　平成 24 年 1 月 23 日 （月〉 に 筑波大学筑波 キ ャ ン パ ス

総 合 研 究棟 B にお い て，「エ ネル ギ ー学」部 会 セ ミナ ーが

開 催 され ま した （主催 ：日本 エ ネル ギ
ー
学会 「エ ネル ギ

ー

学 」 部 会 ，筑 波 大 学 大 学 院 シ ス テ ム 情 報 工 学 研 究 科 リ ス

ク 工 学専攻 ， 協賛 ：エ ネル ギ
ー・資源学会）。

　「エ ネル ギ ー学 」部会 は 3 つ の 分 科 会 （学 融 合 分 科 会，
エ ネル ギ ー

教育分科会，エ ネ ル ギ ー政 策分科会） か ら構

成 さ れ て お り，日本 エ ネ ル ギ
ー

学 会 の 部 会 横 断 的 な 「エ

ネ ル ギ
ー

学」 の 確立 を 凵指 し て い ま す。現在 ， 他学会や

関連 研究機関 との 連 携 も図 りな が ら，関連 す る多分 野 の

研究者 を結集 した積極的 な活動 を行 っ て い ます 。 今回は，

平 成 23年 3 月 11 日の 東日本大震 災 を教 訓 と して ，「原 子

力災害，地 球温暖化，原油価格高騰 を 乗 り越 え る 日 本の

エ ネ ル ギー政 策」 を メ イ ン テーマ と して セ ミ ナ ーを 開 催

し，幅広 い 分野 の 方 の 講演 と講師 に よる パ ネル 討論 を通

じて ，今後の 我 が 国 の エ ネル ギー政 策の 方 向性 を議 論 し

ま した 。

　 セ ミ ナーは 2 部構成 で ，第 1 部 で は 5名 の 専 門 家 に よ

る講演が あ り，第 2部 で は そ の 5 名 の 方 々 に よ るパ ネル

討論 が 行 わ れ ま した。参加者数 は 77名 で ，県内外 か ら多

くの 方 が 来場 され ま した 。 会場 が ほ ぼ
一

杯 に な る ほ どで ，

東 日本 大震 災後 の エ ネル ギ ー政 策の あ り方 に 対す る 関 心

の 高 さが うか が え ま した （写真 1 ）。

　　　　 2．プ ロ グラ ム 　（敬称略，発 言 順 ）

第 1 部 「専門家 に よ る発表」

［司 会］筑波 大 学 シ ス テ ム 情 報系　岡 島敬
一

1）原 子 力事故 と今後 の わ が 国 の エ ネル ギ
ー

政策

　 筑 波 大 学 シ ス テ ム 情 報 系 　 内 山 洋 司

　 （「エ ネル ギ
ー
学」部会長）

2）地 球 温 暖 化 とエ ネ ル ギ ー展 望 ：温 室 効果 ガ ス 排 出 と温

　暖化影響

　 地 球 環 境 産 業 技 術 研 究 機 構 （RITE ） シ ス テ ム 研 究 グ

　 ル
ープ 　秋元 圭 吾

3）化 石 燃 料価 格 高 騰 とエ ネ ル ギー展 望 ：国 際 情 勢 とエ ネ

　 ル ギー
資源 の 需給逼迫

　東洋大学経済学部 　小 川 芳樹

4）再 生 可 能エ ネ ル ギー
導 入 の わが 国経済へ の 影響

　東京 大 学大 学 院工 学 系研 究 科　茂 木源 人

5）今後 の エ ネル ギ ー
政策 ：国内外 の エ ネ ル ギ ー

情勢 と 日

　 本 の エ ネル ギー政 策

　東京大学大学院工 学系研究科　 入江 一
友

第 2部 「パ ネ ル 討論」

［司会］　　 内山洋司

［パ ネ ラ
ー］秋 元 圭 吾

　　　　　 小 川 芳樹

　　　　　 茂木源 人

　　　　　 入 江
一

友

写 真 1　 会場 の様子

　　　　　　　　　 3．内　容

　第 1 部 で は ，各 講 師 の 専 門性 を生 か した 詳 細 な データ

に 基づ く講演が 行 わ れ ま した 。 最初 に ，「エ ネ ル ギー
学」

部会長 の 筑波大学内山教授 か ら，「エ ネル ギ
ー

学」部会 の

紹介，セ ミ ナ ー
開催主 旨説明に 続 き，福 島第

一
原了力発

電 所 の 事故 と事 故 後 の エ ネ ル ギ
ー

政 策 の 見 直 し に つ い て

講演 が 行 わ れ，エ ネル ギ ー
セ キ ュ リ テ ィ

ー問題 や 再 生 可

能 エ ネル ギ
ー

の 導 入 拡大 に 関 す る課 題 等 に つ い て お話
．
が

あ り ま した （写 真 2）。

　地球環境産業技術研究機構 （RITE ）秋元 グ ル
ープ リ

ー

ダーか らは，地 球温 暖 化 問 題 に 関 す る 国 連 気 候 変 動 枠 組

条約締約 国 会合 （COP ）の 状況 や 今後 の CO2 排出削減 シ ナ

リオ，ま た，原発動向 に よ るエ ネ ル ギ ー・
経済

・CO2排 出
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写 真 2　 内山部会 長 ご講演

写真 3　 秋元 先生 ご 講演

へ の イ ン パ ク トに 関す る 講演 が行 わ れ ま した 。 地 球 温 暖

化 は大変複雑な問 題 で ，原 発 の 問題 と 同様 に ，トレ
ード

オ フ が 存在す る な か で 課題 を解決す る 必要が あ る こ とや ，

リス ク の 適 切 な把 握 と バ ラ ン ス が 重 要 で あ る と の お 話 が

あ りま した （写真 3 ）。

　東洋大 学 小 川教 授 か ら は ，エ ネル ギ
ー

に 関 す る 最近の

国際情勢 と化 石 燃 料 価 格 高 騰 ，ま た エ ネ ル ギ ー需 給

ギ ャ ッ プ と地域 間 調 整 な ど に つ い て の 講演 が 行 わ れ ま し

た 。 ア ジ ア の エ ネ ル ギー価 格 の 割高 問 題 に は ，需 要 拡 大

だけで は なく日本 の 原 子力発電所 の 問題 も影響 を 与 え て

い る こ と，ま た，こ れ ら の 課 題 の 克服 に は エ ネ ル ギ ー需

給 ミ ッ ク ス が重 要 で あ る と の お 話 が あ りま し た （写 真 4 ）。

　東京大学茂木准教授 か らは，再生 可 能 エ ネ ル ギー
導 入

シ ナ リ オ と 日本経済 へ の 影響評価 につ い て の 講演 が あ り

ま した。太 陽 光 発 電 の 大規 模 導入 につ い て モ デ ル を用 い

て 分 析 を行 っ た 結果 ，関 連産業か ら 得 られ る 付加価値 は

日本 経 済 全 体 か らみ る と小 さ く な っ て し ま うた め ，GDP

減少 を補 うこ と は で きず，関連産業が 世界 に 向けて 競争

力 を つ け る こ とが 必 要 で あ る との お 話 が あ り ま した （写

真 5 ）。

　東亰大 学 入 江 教授 か らは，福 島 第
一

原 発 事 故 が も た ら

す エ ネル ギ ー政 策転換 の 意味や エ ネ ル ギ
ー基 本計画 の 見

直 し議論 の 行方 な ど に つ い て の 講演 が あ りま した。見直

写 真 4　 小 川 先生 ご 講演

写 真 5　茂 木先生 ご講演

写 真 6　 入江 先生 ご講 演

し論議 に は，高度 の 価 値判 断 が 必 要 と な る た め ，長期的

思考 の 必要性等 を 十分 に 認識 しな が ら進 め る必要が あ る

と の お 話が あ りま した （写真 6）。

　第 2 部 で は，内 山 教授 の 司 会 の も と，パ ネル 討 論 が 行

わ れ ま した 。主 な論 点 は 以
’
Fの 通 りで す。

・今後 の 日本の エ ネル ギー政 策

・原 子力発 電 所の 事故 と今後の 原 子 力発電 の 方向性

・
凵本 の 国際競争力 とエ ネル ギー政 策

・将 来 の 電 力 需 給 や 分 散 型 電 源 の 在 り方

・短期 お よび 長 期 に お け る エ ネ ル ギ ー供 給

・温 暖化 問 題 と化 石 燃料利用
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・再 生 可 能エ ネル ギー
の 見 通 しや 今後 の 政 策

　講演 お よ びパ ネ ル 討論の 詳細 は ，本特集の 各原 稿 を ご

参照 下 さい ます よ う，お 願 い い た し ます 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 4．お わ り に

　パ ネル 討論後 に は ，活発な質疑応答 が 行 わ れ ました。ま

た，参加 され た 方か ら，し っ か りと した デ
ータが 出て い

る 上 に ，
パ ネル 討論 で も方向性 （コ ン セ ン サ ス ）が 見え

て 良か っ た な どの ご意見 もあ り，大変盛況 な 会 と な りま

した 。エ ネル ギ
ー

政 策へ の 不 透 明 感 が 増 す 中 で ，今 後 の

方向性 を示す 有意義 な セ ミナ
ー

で あっ た と思い ます 。 「エ

ネル ギー
学」部会で は，引 き続 き こ の よ う な機会 を設け

て い きた い と考えて い ます。

　最後 に な りま し たが ，ご 多忙 に も関 わ らず，講演 と原

稿執筆 を快 く引き受けて 下 さ っ た 講師 の 先生方，参加 さ

れ た 皆様，学会事務局 は じめ 関係者 の 皆様 に 御礼 申 し上

げ ます 。

「エ ネル ギ
ー

学」部会

　運営委員　 岡島敬
一

（筑波大学）

　　　　　 高 木 英 行 （産 業 技 術 総 合 研 究 所 ）

　　　　　 山本博 巳 （電力中央研究所）
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